







































従来 か らセ ン トポー リア鉢花 の生産におけ る苗増殖は成 葉の葉 身を適 度の大 きさに切断 した
葉片 を用い,栄 養繁殖 の葉挿 し法に よ り苗つ くりをはか って きた。 この葉挿 しに よる菌増殖 は
多 くの労力 と期間 を要 し,成 苗 率が低い うえ,揃 った苗を短期 間に大量 に得 ることが不可能 で
あ った。
しか し最近 では,こ れ ら鉢花 の菌増殖は従来の葉挿 し法にかわ り,そ のほ とん どが葉組織 の
invitro培養法 で行われ ている。
セ ン トポー リアの葉組 織培養 の温度に関す る研 究で は,気 温23℃下 で生育,開 花が促進 さ
れ,植 物ホルモ ン処理 実験 においては培養温度が23℃(Norahetal.,1976),25℃(Bilketal.,
1978;箱崎1993a,1993b,1994)および27℃(Cooke,1977)と報告 がまちまちである。 また,
葉組 織培養 と光条 件に関 しては,20Klx.以下 の低照度培養 で増 加葉数 お よび開花率が培養3
か 月後 か ら漸 増 し(ConoverandPoole,1981),葉外植体 か らの芽再 分化では,暗 黒,白 色光
お よび青 色光照射処理 が有効 である(LercarietaL,1981)と報告 してい る。
しか しセ ン トポー リアの葉外植体 のカル ス,不 定 シ ュー トお よび不定根 の形成 に及 ぼす培養
温度 お よび光質 の影響 につ いての報告はみあた らない。鉢花 セ ン トポー リアの低 コス ト化 と広
く普及 す るため には,葉 組織培養 で大量増 殖をはか り,そ のための最適培養温度 お よび光照射
条件 を明 らか にす る必要が ある。
そ こで本報 では,invitro培養 における培養 温度 お よび光質 がセ ン トポー リアの葉外植体 の
カルス,不 定 シュー トお よび不定根 の形成 に及ぼす影響について検討 したので報告す る。
材料 および方法
実験1.培 養温度 が葉外積体 の カルス,不 定 シュー トお よび不 定根 の形 成に及 ぼす影響
材料 は セ ン トポ ー リア(StzintPauliaionanthaH.Wendle)のオプテ ィマ ラ系,品 種 ス ージ
を用 いた。葉挿 し苗か ら開花株 に至 る栽培 は本学部付属温室において実 施 した。外植体 に用 い
た葉 は長 さ約6cmの 展開成葉を切 り取 り,水 道水 で5分 間洗 った後,中 性洗剤溶液中で5分
間撹拝 し,再 び水道水で5分 間水洗 した。 水切 り後,70%エ タノールに1分 間,1%次 亜塩素
酸 ナ トリウム溶液に10分間浸 漬撹拝 し,ク リーンベ ンチで滅菌水 を用 い3回 洗 浄 した。葉外
植体 は主脈を含む葉 身を8.0×8.Omm2の大 き さに切断 して使 用 した。培養培 地はMurashige
&Skoog(MS)培地 を基本培 地 と し,こ れに寒天9g〃,し ょ糖30g〃,ナ フ タ レン酢 酸0.5
mg〃 お よびベ ンジル アデニ ン1.Omg〃を添加 して修正培地 とし,pHは5.4に調整 した。 この
培地 溶液を径30mm,長 さ120mmの管瓶 に20mlずつ分注 し,ア ル ミホイルで瓶 口を シニノレ
し,1.2気圧,121℃,20分間,高 圧蒸気滅菌処理 した。葉 外植体は管瓶 の培地 中央 に約3mm
の深 さに置床 した。実験区は培 養器 内の気温 を16±1,20±1,24±1および28±1℃の4区 とし
た。 各 実験区 と も実 験開始7日 間 は暗 黒(PPFD:0)と し,そ の後,49日 間は 明暗 周期,24





用光源:白 色蛍光灯,照 度:2400bX.)の条件下で培養 した。実験配置 は一 区当た り5個 体,
4反 復,計80個 体 とした。葉外植体置床か ら実験終 了までの56日間,カ ル ス,不 定 シュー トお
よび不定根な ど不定器官 の形成 について毎 日調べた。
実験2.光 質が葉外植体 の カルス,不 定 シュー トお よび不定根 の形成 に及ぼす影響
供試案 外植体,培 養 培地,培 養法,実 験配 置お よび調 査法 は実験1と 同 じと した。 実験 区
は 白色光,青 色光,緑 色光,黄 色光お よび赤色光 の5区 お よび暗黒区 の計6区 を設定 した。
各実 験区 とも厚 さ2mmの 透明樹脂板 を使用 し,幅,高 さ,奥 行15cmの箱 を作製 した。 ま
た,箱 全体面に透明,青 色,緑 色,黄 色お よび赤色の カ ラーセ ロハ ン(UKITA製)を 装着 し
た。 この箱内で管瓶 内の培地 に置床 した外植体 を培養 した。 これ ら実験区の光処理箱内底面 で
の照度は2000±3001ux.とし,透 過光 波長域お よび透 過光 ピー ク波長は,そ れぞれ550±150,
545;494±94,425;550±108,546;583±117,546および633±67,619nmとした。 また,光
合成 有効 光 量子 束密 度(LI-190S測定)は それ ぞれ31.9,39.9,15.7,41.6および39.8μmol・
m-2s-1であ った。光照 射用光 源 と して 白色蛍光灯(TOSHIBA;FL-15W)を用い,各 実験
区 と も光処理 箱の外部 か ら照射 した。 明暗周期は16h/dとした。暗黒区は56日間,連 続 処理
を行 った。
結果 および考察
実験1.培 養 温度 が葉外植体 のカルス,不 定 シ ュー トおよび不定根の形成に及ぼす影響
培 養温度が葉外 植体置床 か らカルス,不 定 シュー トお よび不定根 の形成 までの所要 日数 に及
ぼす影響(Table1)をみ る と,カ ル ス形成では,20℃以上 の3区 が,い ずれ も16日以内であ
るが,16℃区は32日以上 で,前 者の約2.2倍を要 した。不定 シュー ト形成では,20℃区,24℃
区,28℃区 の間 に有意差 がみ られたが,16℃区 では,不 定 シュー トは形 成 しなか った。 不定
根 の形成 に至 る 日数 では,20℃区が平均27.5日で最 も少な く,次 い で24℃区,28℃区の順 と
な り,16℃区では,42.4日で最 も多か った。20℃以上 の3区 と16℃区 の間に有意差 がみ られ
た。 カルス形成か ら不定 シュー トお よび不定根形成 までの所要 日数は低温区で短 縮 され る傾向
を示 した。不定 シュー ト形成か ら不定根形 成 までの所要 日数は24℃区が6.7日で最 も少 な く,
他の区 との間に有 意差 がみ られ た。 また,葉 外植体置床か らカルス,不 定 シュー トお よび不定
根形成 までの所要 日数 を比較 する と,各 区 ともカルス形成 か ら不定 シ ュー ト形成 まで の 日数が
最 も少な く,葉 外積体置床か らカルス形成 までの 日数 が最 も多 か った(Table1)。
　
培養温 度が カル ス形成後 の不定 シュー ト形成数 に及ぼす影響(Table2)をみ ると,不 定 シ 、
ユー ト形 成数の合計 は20℃以上の区で は,有 意 差な く,16℃区のそれは0で あ った。長 さ3.O
mm以 下,3.1～6.Ommおよび6.1mm以上 の3区 分 して比較 す る と,3.Omm以下 の不定 シ
ュー ト形 成数は28℃区が74.3で,16℃区 を除い て最 も少 な く,20℃区 お よび24℃区 との間に
有 意差 がみ られ た。3.1～6.1mmおよび6.1mm以上の不定 シ ュー ト形 成数 では,20℃,24℃
区 お よび28℃区 の間に有意差 はなか った。不 定 シ ュー ト形成数 の合計 に対す る長 さ3区 分 の








































































































































培養温 度が不定 シュー ト生体重 に及 ぼす影響(Table3)は全不定 シュー トでみ ると,高 温
区に な るに したがい増加 の傾 向が み られ,最 も重 い28℃区 の生体重は最 も軽 い20℃区の3倍

















































































3.1～6.1mmでは,24℃ 区が,6.1mm以 上 で は,28℃ 区 が1g以 上 を 示 した。 また,3.O
mm以 下 では,24℃区 と他3区,3.1～6.Ommお よび6.1mm以上 のそれ では,24℃区,28℃
区 と他2区 それ ぞれの間 で有意 差がみ られ た。葉組織培養 に おける外植体 の成長 量の指標 と
して,全 生体重 に対 す る不定 シュー トの割 合を3区 分 した長 さで比較 した。 その割合 は16℃
区を除 く他3区 において6.1mm以上の不定 シュー トが63%を 占めた。 また,3.Omm以 下 で
は,O.9%であ った。
培 養温度が カルスお よび不 定 シ ュー トの生体重,不 定根形成 に及 ぼす影響(Table4)をみ
ると,カ ルス生体重 は高温 区ほ ど増加す る傾 向を示 した。 カル スか ら貫 生 し,伸 長 した不定根
数 は20℃区で10.4と最 も多 く,16℃区 は0で あ った。20℃区,24℃と他 区の間 に有 意差が み
られ た。 カルス生 体重で は,20℃以上 の3区 と16℃区,不 定 シュー トでは,24℃以上 の区 と
20℃以下 の区,不 定根 では,20℃区 と他3区 の澗 でそれぞれ有 意差がみ られた。 また,カ ル
ス,不 定シュー トおよび不定根を含めた全生体重は高温になるに したがい増加 し;24℃区お
よび28℃区は2.2g以上 の重 さに比べ,16℃区 のそれ は0で あ った。全生体 重に対す るカル ス
や不定 シ ュー トの重 さの割合は20℃区で73および26%,24℃区では,57お よび43%,28℃区 で
は,52お よび48%,16℃区 はいずれ も0%で あ った。 また,不 定根 生体 重はいずれ の区 とも,
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わ ずかに1%弱 であ った。
これ まで述 べた よ うに,培 養24℃あるいは28℃は20℃に比べ ,再 分化 に よるシ ュー トお よ
び不 定根形成 までに長 い 日数を要 した。 しか し,実 験終 了時(葉 外植 体置床56日後)に おい
ては不 定 シュー ト生 体重はそれぞれ2.3あるいは3.0倍であ った。植物組織培養 におけ る継代培
養 で,不 定 シ ュー トの生体 重増加 は24℃か ら28℃の範 囲の培養温 度が細胞 の増 殖あ るいは分
化 に好 影響を与 えた よ うだ。そ の結 果morphogenicなカルス誘導か ら,す べての器官再生 ま
で促進 的 な効果 を示 した ようであ る。 また,24℃前後 の培養 温度 はセ ン トポ ー リアの葉挿 し
に好適 であ り,21℃の温度 は不定根発生 に最 適で あった(HentigandFisher,1987)。また,
葉 の試験管培養温度 は20ない しは26℃が有利 とす る(Chang,1985)これ らの報告 と同様 の結
果 が得 られた。他方,培 養温度 が20℃以下 の条件では,葉 外 植体置床 か ら不定根形 成 まで の
日数が短縮 されたが,形 成 され た不定 シ ュー ト生 体重 の増加 は24℃お よび28℃の ときよ り小
であ った。16℃では,カ ル スの形成 がわず か に認 め られた(Fig.1)。が,再 生個体 は得 られ
ず壊 死 した。 この よ うな結 果か ら,16℃前後 の低 温は細胞 の増殖 お よび分 化に抑制 的に働 く
もの と考 え られ た。 この ことは気 温17℃までは セン トポ ー リアの株張 りが5%ほ ど広 くな り,
花房 当 た りの花数はや や少 な くな る程度 であ る(Andersen,1984)が,15℃以下で生育 や開
花が遅 延 した り(鶴 島,1983;塚本 ほか,1982),15℃で16週間,葉 外植体 を培養 して も芽の
再生が停 止す る(Schlegel,1982)これ ら報 告 と同様 な結果 を示 した。以上 のこ とか ら,セ ン
トポー リアの葉組織 のinvitro培養 の最適温度は24から28℃の範囲にあ るといえ る。
実験2.光 質 が葉外植体 の カルス,不 定シ ュー トお よび不定根の形成に及ぼす影響
光質が葉外植体置 床Q・らカルス,不 定器 官再 生 まで の所要 日数(Table5)をみ ると,カ ル
ス形成 では,黄 色光 区が14.3日で最 も早 く,赤 色光 区が20.9で最 も遅 く,後 者 は前者 の1.4倍
を越 え る日数 を要 した。 白色光区,緑 色光区 と他の区間に有意 差がみ られた。不定 シュー ト形

















































では,黄 色光区 と白色光区がともに早 く,他の3区 が多少遅 く,赤色光区は黄色光区の1.5倍
の日数を要 した。カルス形成か ら不定シュー ト形成までは,緑 色光区は黄色光区の2倍 の日
数を要 した。 また,緑 色光区 と他の4区 の間には有意差がみられた。 カルス形成から不定 シ
ュー ト形成 までは,白 色光区と黄色光区が17.4日以下で早 く,他の3区 は22.2日以上で遅 く,
青色光区は白色光区の1.5倍の日数を要 した。不定 シュー ト形成か ら不定根形成 までは,白 色
光区と他の4区 の間に有意差がみ られた。暗黒区は実験区の設定事情により,実験終了時の
カルスおよび不定器官の調査に限った。
光質が不定シュー トお よび不定根の形成(Fig、2),カルス,不 定 シュー トお よび不定根の
生体重に及ぼす影響(Table6)を・それぞれ示 した。不定 シュー ト形成数は長波長光区にな
るにしたがい増加傾向にあ り,黄色光区,赤 色光区と他の3区 の間に有意差がみ られた。赤

























































不定 シュー トの生体重は長波長処理光になるに したがい増加の傾向を示 し,暗黒区で最 も減少
した。次に生体重の合計に対する不定シュー ト重の割合は暗黒区で僅か5%と最 も小 さかった





スでは,緑 色光区が80±14%でやや劣ったが,他 の5区 はいずれ も90%以上の高い値を示 し
た。不定シュー ト形成率では,暗 黒区および緑色光区が85%以下であったが,他 の4区 はい




形成は多少遅れた。 しかし他の光処理に比べ,カ ルス生体重,シ ュート形成数や生体重は増大
した。すなわち,赤色光は細胞の増殖あるいは細胞の分化を増進する効果があった。 これ らの
結果は レタス実生子葉からの外植体を赤色光照射で35日間培養 した場合に,暗 黒処理に比べ
カルス生体重で1.5倍,不定 シュー ト形成数で2～2.5倍の増加を得た(KadkadeandSeibert,
1977)および同様に トマ トの場合の,いろいろ光処理の比較で,芽再生が最 も促進 された り,
あるいは1日 当た り10分間665nmの赤色光照射で,芽 形成の誘導に有効であった(Lercari
etaL,1986)。ペラルゴニウムに対する赤色光照射で,白 色光(蛍 光灯の光)に 比べ,茎 の伸
びが促進された り,青色光照射で茎の伸長が抑制される(Appelgren,1991)などの報告 と同
様の結果が得られた。 しか し本実験では,暗黒,青 色光および緑色光処理が細胞の増殖および
分化に抑制的に働き,そ の結果カルスおよびシュー ト形成のマイナス効果を示 したものと思わ

































それの連続処理 に よ って90%以上の顕著 な芽再 生率を示 し(Lercarieta1.,1986),タバ コの
髄組織培養 にお いて 白色光処理は連続暗黒処理に比べて,不 定 シュー ト器官 が著 しく早 く分化
し,青 色光処理は 白色光 あるいは暗黒処理に比べて シ ュー ト生体重が著 し く増 加 し,光 形 態形
成 に対す る影響 が大 きい(WeisandJaffe,1969)とい うこれ ら報 告 とは一致 がみ られ なか っ
た。
以上 のこ とか ら,セ ン トポー リアの葉組織 のinvitro培養 では,最 適 な光 とは,580nm以
上の長 波長 で,黄 色光 あるいは赤色光 である といえる。 さらに未検討の遠赤外光な どの効果に
ついて,今 後検討す ることが必要 であろ う。
摘 要 ・
本研究は,セ ントポーリアの葉外植体培養における培養条件の温度や光質がカルス,不定シ
ュー トおよび不定根の形成に及ぼす影響を明らかにする目的で行 った。葉外植体置床か らカル
ス,不定 シュー トおよび不定根の形成までの所要 日数は培養温度24±4℃および黄色光処理に
より著 しく短縮 された。16℃区では,カ ルスおよび不定器官の形成は認められなかった。 シ
ュー ト形成数は20～24℃区で増加 したが,光 質のちがいによる有意差はみられなかった。カ
ルス,不 定 シュー トおよび不定根を含む全生体重は培養温度24℃区または28℃区,赤 色光処
理によ り増加したが,16℃区お よび暗黒処理により最 も減少 した。セン トポー リアの葉組織
による大量増殖のためのシュー トおよび不定根などの諸器官の形成には,温 度条件24℃また
は28℃,赤色光処理はそれぞれ他の各区にまさる結果を示 した。.
本研究は1995～1996年の2ヵ 年にわた り,明治大学科学技術研究所,重 点研究によって行
われた。
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